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HICOMパーソナルコンピュータネットワーク

"HICOM-PC”の開発
DevelopmentofPersona】ComputerNetwork"HICOM-PC”

パーソナルコンピュータなどを通信端末として,いちばん身近なネットワー

ク手段である電話を利用し,コミュニケーションを行うパーソナルコンピュー

タネットワークが我が国でも実用化されつつある｡

株式会社日立情報ネットワークでは,今後急速な普及が予想されるパーソナ

ルコンピュータネットワークの日立版サービスとして,"HICOM-PC''を日立

製作所と共同で開発した｡

HICOM-PCは,通常のパーソナルコンピュータネットワーク機能である電子

メール,電子掲示板などに加えて,ユーザーからのアクセス要求によI)他ホス

トにアクセスを振り分けるゲートウェイ機能を持っている｡

本論文では,HICOM-PCの概要と今後の技術展望について述べる｡

山 緒 言

通信の自由化と,パーソナルコンピュータ,ワークステー

ションの普及により,パーソナルコンピュータやワークステ

ーションを通信端末とした情報通信システムのニーズが高ま

っている｡

米国では,1970年代後半に′ト規模なマニア向けのパーソナ

ルコンピュータネットワークが誕生し,1980年代中ごろから

急速に発展し,現在では数十万の会員を持つネットワークも

出現している｡

一方,我が国では,当初は米国と同様マニア向けのもので
あったが,1985年ごろから一部で商用を目的としたテストサ

ービスが始まり,現在,数万の会員を持つネットワークサー

ビスが行われている｡

株式会社日立情報ネットワークでは日立製作所と共同で,

今後急速な発展が予想されるパーソナルコンピュータネット

ワークを開発した｡1986年7月からテストサービスを行い,

その実績を踏まえた上で1987年4月から商用サービスを開始

した｡

凶 パーソナルコンピュータネットワーク開発の背景

と目的

株式会社日立情報ネットワークでは,VAN(ValueAdded

Network)事業の一環として従来から大形ホストを用いた電子

メールサービスを行っている｡この電子メールサービスは,

主に情報処理用のデータの蓄積交換を行い,各種の高度機能

を持っている｡

しかし,緒言でも述べたように,パーソナルコンピュータ
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と電話回線を利用し,簡単にコミュニケーションが可能とな

るパーソナルコンピュータネットワークのニーズは強く,こ

れにこたえるとともに,株式会社日立情報ネットワークのVAN

サービスのメニュー拡充,パーソナルコンピュータの販売拡

大を目的としてHICOM-PCを開発した｡

田 川COM-PCの概要

HICOM-PCは,パーソナルコンピュータなどを通信端末と

して,公衆回線でホストをアクセスすることによって,電子

メール,電子掲示板などのコミュニケーションサービスを受

けられるようにしているほか,ゲートウェイ機能によl),各

種データベースアクセス用に他ホストとの接続サービスも行

う｡

システムの構成を図1に示す｡

各機能の概要を以下で述べる｡

3.1電子メールサービス

電子メールは特定の相手に文書を送る機能である｡送信者

が相手の識別子であるユーザーID(Identifier)を指定して文書

を送ることにより,ホスト内にユーザーIDごとのメールボッ

クスを作成し蓄積する｡

送信に当たっては,同報通信機能によって,同一･文書を同

時に複数の相手を指定して送ることもできる｡

送信の方法は,ユーザーIDによるほか,あらかじめ会員の

名前を登録しておくことによって,相手の名前を指定して送

ることも可能である｡

メールの受信は,受信者がホストをアクセスしたとき,自
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国内他社
データベース

パーソナルコンピュータ

日本電信電話
株式会社
DDX-P

メール

ボックス

掲示板

家庭･企業

ト‖NET

データベース

ゲートウェイプロセッサ

日本電信電話株式会社

公衆電話網

300bps

l,200bps

音響カブラ

国際電信電話
株式会社
VEN〕S-P

(予定)

海外の
データベース

HINET

アクセスポイント

図I HICOM-PCシステム構成 パーソナルコンピュータと電話回線を利用し,各種のコミュニケーションサービス,データベースサービスを

受けることができる｡

分あてのメールがある場合は,その旨のメッセージが画面に

表示され,メールの有無が分かるので,メールの取出し操作

によって画面表示ができる｡

パーソナルコンピュータネットワークが,郵便,電話など

の従来のメディアと異なるいちばんの利点は,ホストが稼動

している間はいつでも文書を送ることができ,いつでも文書

の取出しができることで,時間と距離を克服できることであ

る｡

3.2 ■電子掲示板サービス

電子掲示板は通常BBS(BulletinBoard System)と呼ばれ

るもので,駅の伝言板や町の掲示板のような公衆掲示根を電

話とパーソナルコンピュータを使って実現したものである｡

会員のだれでもがメッセージを自由に入力し,読むことが

できるものであー),会員参加形のコミュニケーションの場で

ある｡すなわち,会員が情報提供者であると同時に情報の受

信者でもある｡

電子掲示板は,通常,ボードあるいはカテゴリーと言われ

る分野ごとに分かれてお-),その分野の中で会員間の共通の

話題についてのコミュニケーションを行っている｡

電子掲示板の機能の一つに,特定の会員間でグループを作

り,その会員間内だけでコミュニケーションを行えるように

したCUG(ClosedUserGroup)がある｡特定企業内あるいは

企業グループ間での,コミュニケーションに利用されている｡

3.3 会員紹介サービス

会員紹介は,会員の勤務先,所属,ユーザーIDなど会員の

プロフィールをホストに登録しておき紹介するものである｡
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この機能を使うことによって,前述の電子メール送信時,こ

の会員登錦された名前を指定することにより,ユーザーIDが

不明の場合でも送信できる｡

なお,会員の登金剥ま,プライバシーの問題もあり,入会時

に登録を承諾した人だけを行うようにしている｡

3.4 データベースサービス

パーソナルコンピュータネットワークで,電子掲示板など

を利用して情報提供を行うことは可能である｡しかし,ホス

トの能力を考えると多種･多量のデータを一箇所で蓄積する

ことは困難である｡

この解決策として,パーソナルコンピュータネットワーク

用のホストからデータベース用のホストをアクセスするゲー

トウェイシステムを開発した｡

これによりユーザーは,株式会社日立情報ネットワークの

パーソナルコンピュータネットワークをアクセスすることに

よって,他ホスト(自社･他社を問わず)のデータベース検索

を行うことが可能となった｡

従来,データベースサービスを受けようとする場合,サー

ビスごとに提供会社と契約し,それぞれアクセスしなくては

ならなかったが,ゲートウェイを介することによって一つの

パーソナルコンピュータネットをアクセスすると,各種のデ

ータベースサービスを受けることができる｡

HICOM-PCのゲートウェイは,今のところ株式会社H立情

報ネットワークのデータベース用ホストへのアクセスがメイ

ンであるが,今後は他社との接続を積極的に進めていく｡

HICOM-PCの通信回線サポート方式を表lに,サービス概



要を図2に,コマンド体系を図3に示す｡

田 今後の展望と課題

4.一 発展の方向

高度情報化社会と言われる現在,情報が企業戦略上ますま

す重要な価値を持つようになっている｡加えて,情報伝達メ

ディアの電子化が進行している｡

このような背景から,オンラインデータベースは著しく増

加しており,我が国でもここ数年来データベースサービスを

受けるユーザーが急増している｡この結果,データベースの

代行検索業者,すなわちサーチャの存在が大き〈取り上げら

れるようになってきている1)｡

パーソナルコンピュータネットワークは,この流れの中に

あって表2に示すような世代発展中である｡当初,パーソナ

ルコンピュータマニアの趣味からスタートし,現在,第二世

HICOMパーソナルコンピュータネットワーク"HICOM-PC-'の開発 877

表IHICOM-PC通信回線サポート方式 接続方式ははん(汎)用

コンピュータとの接続を考慮し,はん用ホストアクセス方式とLている｡

RS-232C装備,漢字サポートの端末であれば接続が可能である｡

No. 項 目 要 旨

l.接続回線
(】)加入電話回線 300bps,l.200bps

(2)DDX-P 300bps,l.ZOObps

2.接続条件

川通信方式

･調歩同期方式

･無手順

･全二重

(Z)データ形式

･7ビット

･偶数パリティ

･英･数字,仮名

･+1S漢字

(3)ストップビット ･1ピット

盛
腰
盛

腰

サ ー ビ ス 概 要

HICOM-PCセンター

[⇒

ロぎl□l
[コ [:コ

⊂] ⊂コ ⊂コ

A社

(電子メール)

メールボックス

⊂==】【:=コ

〒
POST

(電子掲示板)

掲示板

豆麗固

冒冒

(会員紹介)

会員紹介

h[tOO太郎

hMol花子

h【tO2次郎

(

(

(

′‾‾‾‾-､

(データベースサービス)

ゲートウェイ

=〉

屈
[コ[:コ⊂コ

⊂コ⊂コ⊂コ

⊂コ⊂コ⊂コ

⊂=:]

B社

0
0
会
社

注:運用時間 ●電子メール,電子掲示板,会員紹介サービス:終日

●データベースサービス:9:00～18:00(月曜～金曜ただし,祝･祭日は除く｡)

腰
∈了

腰
[二7

HINETデータベースセンター

企業情報
読売新聞

記事情報
ほか

他社データベースセンター

国内他社
データベース

海外
データベース

(計画中)

図2 HICOM-PCサービス概要 HICOM-PCは電子メール.電子掲示板などのコミュニケーションサービスのはか,ゲートウェイによるデータベ

ースサービスをサポートしている｡
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command)

電子メール

(M)aiI

電子掲示板

(P)ost

会員紹介

(MD)lr

データベースサービス

(りnfo

HICOM-PC

mallm訓∩)

電子メール受信

(R)ead

電子メール送信

(W)rite

メール送信確認

(C)0nfirm

電子メール終了

(E)nd

POSt majn)

1

‾‾1

mailread)
電子メールを読む(R)ead

受信メール削除(D)e始te

受信一覧表再表示(A)gain

電子メール初期メニューに戻る(E)nd

川COM-PC初期メニューに戻る(M)a‥1

mailcon什m)
確認メッセージ削除(D)elete

メール一覧表再表示(A)gai[

電子メ‾ル初期メ干ユーに戻る(E)nd
川COM-PC初期メニューに戻る(M)a‥1

POStread)

メッセージ掲示

(W)rite

メッセージ削除

(D)elete

掲示板終了

(E)nd

-1

[纂三三二≡三る
POSt Wrlte)

｢

ボード名 read)
メッセージ一覧表表示(+)ist

日付指定検索(D)list

前ステップに戻る(E)[d

掲示板初期メニューに戻る(丁)op

HICOM-PC初期メニューに戻る(M)ain

ボード名 write)

一般グループに投稿する(C)ommo〔
閉域グループに投稿する(0)wn

前ステップに戻る(E)nd

掲示板初期メニューに戻る(丁)op

川COM-PC初期メニューに戻る(M)aln

(M)ain

POSt delete)

メッセージ一覧表表示(L)lSt

掲示板初期メニューに戻る(E)nd

HtCOM-PC初期メニューに戻る(M)ain

図3 HICOM-PCコマンド体系 コマンド体系は上記のとおりであるが,ユーザーはメニュー表示し,メニュー番号による利用も可能である｡

表2 パーソナルコンピュータ通信の世代 現在は第二世代にあり,今後第三世代に向け種々の新技術,新サービスの出現が予想される｡

世 代 主 な 特 徴

第一世代

アマチュアが趣味で行うBBS

パーソナルコンピュータをホストにし,電子掲示板情報提供サービス,電子メールなどのサービスを行う｡パーソナルコンビ

ユータマニアが中心となって利用した｡

第二世代
大形コンピュータと日本全国に配備Lたアクセスポイントを使ってサービスを行う｡企業や一般ユーザーを対象とLたサービス

となった｡当初は,試行サービスとして無料であったが,1987年春にはほとんどのサービスが有料化された｡

第三世代

･ゲートウェイサービスの実用化

･自然言語インタフェース

･ゲートウェイエキスパート

･マルチメディアサービス
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代にあると考えられる｡1987年春にはほとんどのパーソナル

コンピュータ通信サービスが有料化し,ビジネスとして成立

しつつある｡

しかし,現在までのパーソナルコンピュータネットワーク

は,依然として電子メールと電子掲示板が中心であり,オン

ラインデータベースを容易に使えるような｢情報仲介業務+

を真に提供しているとは言いがたい｡

更に,使い勝手の上でもパーソナルコンピュータマニアを

対象としてスタートしたこともあり,コンピュータの知識を

多少なりとも持つ人はともかく,全くの専門外の人にはまだ

近よりがたい存在となっている｡

取り扱う情報も,現在はコードデータだけとなっているが,

ファクシミリの普及や,今後のマルチメディアデータベース

の出現を考えるならば,メディアの多様化に対する備えも重

要となろう｡

以下では,これらの方向を踏まえて,第三世代のパーソナ

ルコンピュータネットワークを想定したゲートウェイサービ

ス,自然語によるマンマシンインタフェースの向上,マルチ

メディアによる情報サービスについて,現在の技術レベルと

今後の課題を述べる｡

4.2 ゲートウェイサービス

ビジネス活動に利用できるはん(汎)用データベースは,世

界に1,800種,我が国では500種を超えると言われている2)｡こ

れらを駆使して必要とする情報を取-)出すには,データベー

スの知識もさることながら,データベースを提供する各社と

の契約も必要であり,容易ではない｡そこで,サーチャと呼

ばれる専門家の助けを借りる方法がある1)｡

しかし,今後はゲートウェイサービスの一つとして,知識

工学を応用したゲートウェイエキスパートシステムが開発さ

れることも多くなると考えられる｡その概念を図4に示す｡

ゲートウェイは,ユーザーからの検索要求を質問･応答方

式や次に述べる自然語形式で受け,要求を解釈する｡次に,

あらかじめ蓄えておいたデータベースに関する知識を用いて

検索を代行する｡こうすることによって,一般のビジネスマ

●臭約A

●使い方

ユ

ー

ザ

ー

B
方
約
い

契使●

●

●契約C

●使い方

(a)従来方式

データ

ベースA

ハV
DD

タス一
一デベ

データ

ベースC

ユ

ー

ザ

1

質 問

要 求

凰､聖]
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ンでも,サーチャの手を借r)ることな〈容易にデータベース

をテクセスできるようになり,オンラインでの情報利用のユ

ーザー層を大きく拡大できると期待される｡
4.3 使いやすさの向上

パーソナルコンピュータネットワークのマンマシンインタ

フェースとしては,コマンド方式,メニュー方式及びそれら

の併用方式が一般的に採用されている｡

しかし,コマンド方式は,コンピュータになじみのない人

には分かりにくく,メニュー方式は,少し慣れてくると操作

が煩わしいという欠点がある｡

そこで,今後注目されるのが自然語によるマンマシンイン

タフェースである3)｡ワードプロセッサは,ビジネスの現場は

もとより,最近では家庭にも普及しつつあり,漢字仮名交じ

り文の入力に対する障害は少なくなってきていると考えられ

る｡そこで,パーソナルコンピュータネットワークの第三の

マンマシンインタフェースとして,自然語を使うことが考え

られる｡

自然語インタフェースによれば,ユーザーはコマンドを使

う必要がなくなるため,ゲートウェイサービスで異なる情報

提供会社によってサービスされている複数のデータベースを

アクセスする際,システムごとに異なるコマンド体系を逐一

覚えておかなくても済むという大きな利点を生む｡

自然語による検索例を図5に示す｡

4.4 マルチメディアサービス

現在のバナソナルコンピュータネットワークは,コードデ

ータ中心の情報サービスである｡しかし,今後の動向として

は,データベースそのものがマルチメディア化すると言われ

ていること,端末としてファクシミリが,ビジネスの分野ほ

もとよr)家庭にも普及しそうな状況にあること,更にはISDN

(IntegratedServicesDigitalNetwork)の商用化が近づいて

いることが挙げられる｡

この結果,パ…ソナルコンピュータネットワークの分野で

も,やがて音声,データ,イメージ情報を駆使した新しい情

報サービスが始まると考えられる｡これらのうちでもパーソ

知的ゲートウェイ

要求

解釈
検索

データベースに関する知識

(b)知的ゲートウェイ方式

データ

ベースA

データ

ベースB

データ

ベースC

図4 知的ゲートウェイの概念 従来はデータベースごとに契約L,利用方法もそれぞれ習得する必要があったが,ゲートウェイに知識を持た

せることによって,質問,検索もゲートウェイで行うことが可能となる｡
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く 掲示板を見たい

# 掲示板の分類(ボード名)を指定して下さい

i欠のボードがあ り ます｡

ボード名

C O m P

l n f o

n e W S

o t h e

内 容

不満 苦情
情報

お知らせ
その他

;

♯ つぎのサービスを指定して下さい｡

<｢郵傾が来ていますか

From h[tOOこう90 ThuJu1 91コ:5日J5T1987

会議開催通知

～

# つぎのサ▼ビスを指定して下さい.

し 終わ り

* * * * * * * * サービス形式 * * * * * *1

.メニュ】選択//コマンド入力形式

.自然語対話形式(平易な自然語によるサービス)

.P
C N E Tサービス終了

どれを選択しますか?=･ (1ノ 2′′′ 3)

′3

ご利用あ りがと う ございま した小

* * * * * 半 * * *

a s c iiモード *

…頑字モード
*

*

* * * * * * * * *

図5 自然語インタフェースによるアクセス例 自然語インタフェースによるアク

セスでは,コマンド体系など全く意識する必要はなく,複合語を入力することによって,

ダイレクトに目的とする検索が可能である｡

ナルコンピュータからの指示によって検索した情報や電子メ

ールの電文を,先方のファクシミリに出力するといったサー

ビスは,1987年中にも実用化される技術である｡

b 結 言

パーソナルコンピュータネットワークは,パーソナルコン

ピュータなどを端末として,電話回線を利用して,簡単にコ

ミュニケーションを行うことができる｡

しかし,その歴史はいまだ浅く,現在ようらん(揺藍)期に

あり,4章の今後の展望と課題でも述べたように,いろいろ

な形態での発展が予想される｡

株式会社日立情報ネットワークでは,現在HICOM-PCの運

営を行っているが,このパーソナルコンピュータネットワー

クが,主にビジネスユースとして,どのように有効活用がな

されるか模索中である｡
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今後,ユーザーニーズ,業界動向を十分把握した上で,新

技術の取込みを行い,使い勝手のよいシステムとしていく考

えである｡
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